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１．2026年３月期の連結業績（2025年４月１日～2026年３月31日）

（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期 21,236 3.4 651 119.5 689 120.0 465 224.1
2025年３月期 20,529 △0.0 296 △51.1 313 △53.0 143 △69.4

(注) 包括利益 2026年３月期 487百万円( 299.3％) 2025年３月期 122百万円(△74.2％)

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2026年３月期 34.59 － 6.9 7.2 3.1
2025年３月期 10.67 － 2.2 3.3 1.4

(参考) 持分法投資損益 2026年３月期 －百万円 2025年３月期 －百万円

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年３月期 9,945 6,990 70.0 517.18
2025年３月期 9,325 6,640 71.0 491.76

(参考) 自己資本 2026年３月期 6,963百万円 2025年３月期 6,621百万円

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2026年３月期 473 △599 △95 5,104
2025年３月期 △17 △49 △185 5,315

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2025年３月期 － 0.00 － 10.00 10.00 134 93.7 2.0
2026年３月期 － 0.00 － 10.00 10.00 134 28.9 2.0
2027年３月期(予想) － 0.00 － 10.00 10.00 －

３．2027年３月期の連結業績予想（2026年４月１日～2027年３月31日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり当期純
利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 12,097 16.6 285 △11.9 306 △8.5 200 △6.9 14.85
通 期 24,768 16.6 574 △11.9 612 △11.2 393 △15.6 29.19

（注）詳細は、添付資料６ページ「１．経営成績等の概況（４）今後の見通し」をご覧ください。



※ 注記事項

（１）期中における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ―社（社名） ― 、除外 ―社（社名） ―

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2026年３月期 15,145,175株 2025年３月期 15,145,175株

② 期末自己株式数 2026年３月期 1,680,694株 2025年３月期 1,680,693株

③ 期中平均株式数 2026年３月期 13,464,481株 2025年３月期 13,464,481株

(参考) 個別業績の概要

１．2026年３月期の個別業績（2025年４月１日～2026年３月31日）

（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期 204 41.4 △59 － △61 － 72 －
2025年３月期 144 △6.5 △99 － △96 － △19 －

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期 5.37 －
2025年３月期 △1.48 －

個別経営成績に関する注記

潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年３月期 3,312 3,271 98.7 242.94
2025年３月期 3,376 3,333 98.7 247.57

(参考) 自己資本 2026年３月期 3,271百万円 2025年３月期 3,333百万円

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載いたしました業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づく分

析・判断によるものであり、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の実績につき

ましては、経営環境の変化等により、異なる結果となる可能性があります。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度における国内経済の状況は、インバウンド需要の高まりや賃金上昇等に端を発する雇用・所得環境

の改善などにより景気は緩やかに回復基調にある一方、世界的な資源価格の高騰や日米金利差拡大を背景とした為替

相場の不安定な変動、人手不足の深刻化など依然として先行き不透明な状況が続いています。

このような環境の中、当社グループを取り巻く状況につきましては、少子高齢化の影響による人手不足の深刻化、

食材価格の上昇、また競争の激化等により厳しさを増していますが、既存事業の全体的な底上げを行うことで、経営

成績の向上に一丸となって取り組みました。

以上の結果、当連結会計年度の業績は、売上高21,236百万円（前年同期比3.4％増）、営業利益651百万円（前年同

期比119.5％増）、経常利益689百万円（前年同期比120.0％増）、親会社株主に帰属する当期純利益は、465百万円

（前年同期比224.1％増）となりました。

今後におきましても、各事業の状況に応じて売上高の拡大やり利益率の改善を推し進めることで、業績の向上に向

けグループ一丸となって邁進してまいります。

報告セグメントごとの業績は次のとおりであります。

セグメント名称
(セグメントに該当する会社)

主要な事業の内容

アスモ事業
(株式会社アスモ)

グループ会社の統制・管理、不動産賃貸

アスモトレーディング事業
(株式会社アスモトレーディング)

食肉の輸入、食肉及び食肉加工品の販売

アスモフードサービス事業
(株式会社アスモフードサービス)

(株式会社アスモフードサービス東日本)
高齢者介護施設等における給食の提供

アスモ介護サービス事業
(株式会社アスモ介護サービス)
(株式会社アスモライフサービス)

訪問・居宅介護事業所の運営、有料老人ホームの運営

ASMO CATERING (HK) 事業
(ASMO CATERING (HK) CO., LIMITED)

香港における外食店舗の運営、食品加工販売

その他 (ASMO CATERING(TAIWAN)COMPANY LIMITED) 台湾における外食店舗の運営 ※事業を撤退

アスモトレーディング事業

アスモトレーディング事業におきましては、世界的なインフレおよび円安進行による価格高騰が一段と加速し、

かつてない高値水準での販売を余儀なくされました。さらに、干ばつなどの気候要因や世界情勢の不安定化による

物流遅延、加えてガソリン価格の上昇も重なり、食肉価格は右肩上がりの状況が続きました。

鶏肉ではブラジル産鶏モモの高騰、豚肉ではスペイン産豚肉の禁輸措置により、従来通りの調達が困難となり、

販売量の減少を招きました。

一方、牛肉においては、アメリカ産に加えてオーストラリア産の価格も高騰し、過去に例のない価格帯となった

ことで、メキシコ産をご提案する機会が広がりました。展示会を通じて提案営業を強化し、新規顧客の獲得と既存

顧客への掘り起こし営業を進めた結果、厳しい価格環境下ではありましたが、品質と価格のバランスにおいて高い

評価をいただくことができました。

以上の結果、当連結会計年度の売上高は、4,097百万円（前年同期比4.4％増）、セグメント利益（営業利益）は、

86百万円（前年同期比143.6％増）となりました。

今後も円安進行と価格高騰は避けられない課題であるため、お客様との商談において丁寧な説明を行いながら、

最適な提案を継続してまいります。加えて、展示会出展を軸とした新規顧客の開拓に加え、WEB販売事業やふるさと

納税返礼品への出品など販売チャネルの拡大を図り、インバウンド需要にも対応してまいります。
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アスモフードサービス事業

アスモフードサービス事業におきましては、継続的な人員不足や原材料価格の高騰が続き、国際情勢の影響によ

る原油由来の商品値上がりが予想されるなど、厳しい事業環境が続いております。

このような環境の中、仕入先との仕入値の交渉を継続して行ったほか、原点に立ち返り、原材料を仕入れる際の

数量、タイミングを再精査し適正化を図るなど、無駄をなくすことを徹底し、適正な原材料費となることを目指し

てまいりました。

慢性的な人材不足への対応として、従前より求人媒体の再選定等の改善を図ってまいりましたが、これに加え現

存の貴重な社内人材の力を効率的に発揮してもらうため、これまで部署毎に担当していた業務を、部署の垣根を越

えて対応する新たな体制を構築いたしました。引き続き社内の総合的な人員力で補うことを目指してまいります。

また、売上に関しては、季節に応じた各種イベントの企画提案を、積極的に行い実施してまいりました。ご入居

者様には各種イベント色を味わっていただくことにより、季節感や食の喜びを感じていただく高付加価値を提供し、

売上に寄与致しました。

以上の結果、当連結会計年度の売上高は、9,181百万円（前年同期比8.4％増）、セグメント利益（営業利益）は、

361百万円（前年同期比55.4％増）となりました。

今後におきましても、各拠点へ営業に特化した人材を配置することで、新規取引先の受託へ注力してまいりま

す。

アスモ介護サービス事業

アスモ介護サービス事業におきましては、訪問介護事業所、居宅介護支援事業所及び有料老人ホーム運営事業を

営んでおり、介護業界全体としては、深刻化している人材不足問題は、当社においても継続的な課題となっており

ます。また、昨今の不安定な世界情勢に伴う物価高騰の影響で経費が依然として増加傾向にあり、解消するタスク

は容易ではありませんが、新たなチャレンジと捉えて日々取り組んでおります。すべてのご利用者様の安心で安全

な生活に寄り添うための取り組みにご支持をいただきましたおかげで、ご利用者様を確保する事が出来たと考えて

おります。また、業績面においても、当期の計画値をおおむね達成する事ができました。

当連結会計年度末現在、訪問介護事業所32事業所(前年同期末は34事業所)居宅介護支援事業所11事業所(前年同期

末は11事業所)となり、支援させていただいておりますご利用者様(※)は2,013名(前年同期末は1,955名)となりまし

た。また、有料老人ホーム7施設(前年同期末は7施設)のご入居者は408名(前年同期末は398名)となりました。(※)

介護タクシーでの介護保険利用者を除く

以上の結果、当連結会計年度の売上高は、5,341百万円（前年同期比2.2％減）、セグメント利益（営業利益）は、

427百万円(前年同期比34.8％増)となりました。

今後におきましては、更なる業績増進を目指すとともに、社員一人ひとりの成長を支える人材育成に注力してい

く事で、介護サービスの品質向上を図ってまいります。

ASMO CATERING (HK) 事業

ASMO CATERING (HK) 事業におきましては、外食事業は昨年10月に退店した大埔秀吉店及び今年1月に退店した東

涌秀吉店を除く、既存店10店舗における合計で、売上予算対比および昨年売上実績比減と引き続き苦戦しておりま

す。

卸売事業におきましては、主要顧客である日系飲食企業の旧正月（2月17日－19日）前後の販促商品などの受注増

などにより、物流部門の利益が寄与したため、全体としても利益を確保することができました。

以上の結果、当連結会計年度の売上高は、2,611百万円（前年同期比2.1％減）、セグメント利益（営業利益）は、

36百万円（前年同期セグメント損失48百万円）となりました。

今後も、日系飲食各社のご要望に個別に臨機応変に対応していくことで、引き続き事業規模を拡大していけると

存じます。

外食事業につきましては、今期においては苦戦いたしましたが、既存店10店舗のうち赤字幅の大きい店舗や、今

年度中に契約更改を控えている店舗の家賃減額交渉、及び総菜ショップの新規出店など模索して業績回復につなげ

てまいりたいと存じます。
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その他の事業

その他セグメントに含まれております、ASMO CATERING（TAIWAN） COMPANY LIMITEDは、2019年３月を期末とする

連結会計年度以降、事業を休止しておりました。

今後の当社グループの事業運営全般の見通しを総合的かつ慎重に検討した結果、当該連結子会社の解散を決議い

たしました。

以上の結果、当連結会計年度のセグメント損失（営業損失）は０百万円（前年同期セグメント損失０百万円）と

なりました。

（２）当期の財政状態の概況

(資産)

当連結会計年度末における総資産は9,945百万円となり、前連結会計年度末に比べ619百万円増加いたしました。

これは主に前渡金が600百万円、受取手形及び売掛金が151百万円、商品が138百万円増加し、現金及び預金が211百

万円、有形固定資産が56百万円減少したことによるものであります。

(負債)

当連結会計年度末における負債合計は2,955百万円となり、前連結会計年度末に比べ270百万円増加いたしまし

た。これは主に支払手形及び買掛金が56百万円、短期借入金が52百万円、未払法人税等が162百万円増加したことに

よるものであります。

(純資産)

当連結会計年度末における純資産合計は6,990百万円となり、前連結会計年度末に比べ349百万円増加いたしまし

た。これは主に利益剰余金が331百万円、退職給付に係る調整累計額が27百万円増加したことによるものでありま

す。

この結果、自己資本比率は70.0％（前連結会計年度末は71.0％）となりました。

セグメントごとの資産の状況は以下のとおりであります。

アスモトレーディング事業

当連結会計年度末におけるセグメント資産は1,038百万円となり、前連結会計年度末に比べ130百万円増加いた

しました。これは主に商品96百万円、売掛金が62百万円、繰延税金資産が２百万円増加し、現金及び預金が21百

万円、未収消費税等が４百万円、未収法人税等が３百万円、リース資産が１百万円減少したことによるものであ

ります。

アスモフードサービス事業

当連結会計年度末におけるセグメント資産は2,115百万円となり、前連結会計年度末に比べ224百万円増加いた

しました。これは主に現金及び預金が167百万円、売掛金が71百万円、立替金が11百万円、繰延税金資産が８百万

円増加し、有形固定資産が６百万円減少し、貸倒引当金が26百万円増加したことによるものであります。

アスモ介護サービス事業

当連結会計年度末におけるセグメント資産は3,321百万円となり、前連結会計年度末に比べ328百万円増加いた

しました。これは主に現金及び預金が325百万円、立替金が18百万円、保証金が14百万円、繰延税金資産が11百万

円増加し、貸付金が12百万円、未収法人税等が９百万円、リース資産が７百万円、未収入金が６百万円、前払費

用が４百万円減少したことによるものであります。

ASMO CATERING (HK) 事業

当連結会計年度末におけるセグメント資産は578百万円となり、前連結会計年度末に比べ64百万円増加いたしま

した。これは主に商品が44百万円、現金及び預金が41百万円、売掛金が20百万円増加し、有形固定資産が40百万

円減少したことによるものであります。
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アスモ事業

当連結会計年度末におけるセグメント資産は2,891百万円となり、前連結会計年度末に比べ106百万円減少いた

しました。これは主に前渡金が600百万円、未収消費税等が４百万円、未収入金が１百万円増加し、現金及び預金

が701百万円減少し、貸倒引当金が11百万円増加したことによるものであります。

その他の事業

当連結会計年度末におけるセグメント資産は－百万円となり、前連結会計年度末に比べ22百万円減少いたしま

した。これは主に現金及び預金が22百万円減少したことによるものであります。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度末における現金及び現金同等物の残高は5,104百万円となり、前連結会計年度末に比べて211百万円

の減少となりました。

当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は以下のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当連結会計年度における営業活動によるキャッシュ・フローは473百万円の収入となりました。これは主に税金等

調整前当期純利益699百万円、減価償却費68百万円、仕入債務の増加による収入49百万円、売上債権の増加による支

出114百万円、棚卸資産の増加による支出131百万円、その他の負債の減少による支出94百万円などによるものであ

ります。

また、前連結会計年度に比べてキャッシュ・フローが490百万円増加している主な要因として、税金等調整前当期

純利益の増加（前年同期比＋416百万円）、法人税等の支払額（前年同期比＋223百万円）、仕入債務の増減額の増

加（前年同期比＋186百万円）、未払消費税等の増減額の増加（前年同期比＋21百万円）、売上債権の増減額の増加

（前年同期比△250百万円）、棚卸資産の増加（前年同期比△105百万円）などが挙げられます。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当連結会計年度における投資活動によるキャッシュ・フローは599百万円の支出となりました。これは主に前渡金

による支出600百万円などによるものであります。

また、前連結会計年度に比べてキャッシュ・フローが550百万円減少している主な要因として、有形固定資産の取

得による支出（前年同期比＋62百万円）、差入保証金の回収による収入（前年同期比＋24百万円）、貸付による支

出（前年同期比＋19百万円）、前渡金による支出（前年同期比△600百万円）、差入保証金の差入による支出（前年

同期比△54百万円）などが挙げられます。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当連結会計年度における財務活動によるキャッシュ・フローは95百万円の支出となりました。これは主に短期借

入金の純額の増加による収入52百万円、配当金の支払額130百万円、リース債務の返済による支出17百万円などによ

るものであります。

また、前連結会計年度に比べてキャッシュ・フローが90百万円増加している主な要因として、短期借入金の純増

減額による増加（前年同期比＋74百万円）、リース債務の返済による支出（前年同期比＋18百万円）などが挙げら

れます。

資本の財源につきまして、当社グループの運転資金・設備投資は一部の子会社の借入やリース債務を除き、自己資

金により充当しております。当連結会計年度末の有利子負債残高は短期借入金74百万円及びリース債務21百万円の合

計96百万円でありますが、一部子会社の借入の増加により、前連結会計年度末と比較して38百万円増加しておりま

す。

資金の流動性につきましても、現金及び現金同等物の当連結会計年度末残高が5,104百万円であることから、十分な

資金を確保できており、小規模なＭ＆Ａや隣接事業への拡大についても対応できる水準であります。
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（４）今後の見通し

イラン戦争による地政学的な緊張により経済の不透明性が高まり、地球規模での温暖化の進行等による異常気象の発

生増加や災害の激甚化が懸念され、予測しづらい状況です。

次期の業績予想につきましては、売上高24,768百万円、営業利益574百万円、経常利益612百万円、親会社株主に帰

属する当期純利益393百万円と見通しております。

なお、上記の業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、

今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。

動向の変化に応じて適時開示してまいります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、当面は日本基準を採用することとしておりますが、ＩＦＲＳ（国際財務報告基準）については、今

後も制度動向等を注視してまいります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当連結会計年度
(2026年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,385,649 5,174,180

受取手形及び売掛金 2,115,930 2,266,989

商品 388,287 526,747

貯蔵品 13,209 12,263

前渡金 － 600,049

その他 258,903 272,744

貸倒引当金 △3,566 △29,686

流動資産合計 8,158,413 8,823,288

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 537,519 525,566

減価償却累計額 △470,635 △492,411

建物及び構築物（純額） 66,883 33,155

機械装置及び運搬具 24,609 24,609

減価償却累計額 △20,066 △22,344

機械装置及び運搬具（純額） 4,543 2,264

工具、器具及び備品 293,378 312,599

減価償却累計額 △255,284 △283,333

工具、器具及び備品（純額） 38,094 29,265

リース資産 110,806 83,523

減価償却累計額 △83,290 △67,379

リース資産（純額） 27,516 16,143

有形固定資産合計 137,038 80,829

無形固定資産

リース資産 4,170 3,239

その他 8,850 7,404

無形固定資産合計 13,020 10,643

投資その他の資産

投資有価証券 1 1

長期貸付金 348,256 337,512

差入保証金 494,980 510,453

繰延税金資産 194,196 216,118

その他 559,274 557,801

貸倒引当金 △579,209 △591,144

投資その他の資産合計 1,017,499 1,030,742

固定資産合計 1,167,558 1,122,215

資産合計 9,325,971 9,945,503
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当連結会計年度
(2026年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 732,100 788,458

短期借入金 22,340 74,520

リース債務 17,083 6,262

未払金 730,489 727,748

未払法人税等 26,564 189,319

賞与引当金 202,463 196,923

その他 641,501 664,773

流動負債合計 2,372,543 2,648,005

固定負債

リース債務 18,772 15,675

退職給付に係る負債 293,781 291,698

固定負債合計 312,553 307,374

負債合計 2,685,096 2,955,379

純資産の部

株主資本

資本金 2,323,272 2,323,272

利益剰余金 4,494,612 4,825,710

自己株式 △340,899 △340,899

株主資本合計 6,476,985 6,808,083

その他の包括利益累計額

繰延ヘッジ損益 △233 144

為替換算調整勘定 156,104 139,092

退職給付に係る調整累計額 △11,507 16,195

その他の包括利益累計額合計 144,364 155,432

非支配株主持分 19,525 26,608

純資産合計 6,640,874 6,990,124

負債純資産合計 9,325,971 9,945,503
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

売上高 20,529,656 21,236,709

売上原価 16,786,362 17,157,217

売上総利益 3,743,294 4,079,492

販売費及び一般管理費 3,446,455 3,427,878

営業利益 296,839 651,613

営業外収益

受取利息 8,144 11,813

為替差益 － 18,645

助成金収入 9,648 12,487

その他 1,879 8,298

営業外収益合計 19,671 51,243

営業外費用

支払利息 1,126 685

為替差損 1,769 －

貸倒引当金繰入額 396 11,935

その他 11 1,199

営業外費用合計 3,303 13,819

経常利益 313,207 689,038

特別利益

固定資産売却益 1,083 1,856

関係会社清算益 － 11,419

特別利益合計 1,083 13,275

特別損失

固定資産除却損 － 0

和解金 5,665 －

損害賠償金 8,657 558

減損損失 16,455 2,154

その他 819 －

特別損失合計 31,597 2,713

税金等調整前当期純利益 282,693 699,599

法人税、住民税及び事業税 144,647 255,398

法人税等調整額 9,604 △36,762

法人税等合計 154,251 218,636

当期純利益 128,441 480,963

非支配株主に帰属する当期純利益又は非支配株主に
帰属する当期純損失（△）

△15,250 15,220

親会社株主に帰属する当期純利益 143,692 465,743
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連結包括利益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

当期純利益 128,441 480,963

その他の包括利益

繰延ヘッジ損益 35 377

為替換算調整勘定 △715 △21,741

退職給付に係る調整額 △5,734 27,702

その他の包括利益合計 △6,414 6,338

包括利益 122,026 487,302

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 137,431 476,811

非支配株主に係る包括利益 △15,404 10,491
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 2024年４月１日 至 2025年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 2,323,272 4,485,564 △340,899 6,467,937

当期変動額

剰余金の配当 △134,644 △134,644

親会社株主に帰属す

る当期純利益
143,692 143,692

自己株式の取得 －

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 － 9,047 － 9,047

当期末残高 2,323,272 4,494,612 △340,899 6,476,985

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計
繰延ヘッジ損益 為替換算調整勘定

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 △268 156,666 △5,772 150,625 34,929 6,653,492

当期変動額

剰余金の配当 △134,644

親会社株主に帰属す

る当期純利益
143,692

自己株式の取得 －

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

35 △561 △5,734 △6,260 △15,404 △21,665

当期変動額合計 35 △561 △5,734 △6,260 △15,404 △12,617

当期末残高 △233 156,104 △11,507 144,364 19,525 6,640,874
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当連結会計年度(自 2025年４月１日 至 2026年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 2,323,272 4,494,612 △340,899 6,476,985

当期変動額

剰余金の配当 △134,644 △134,644

親会社株主に帰属す

る当期純利益
465,743 465,743

自己株式の取得 △0 △0

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

当期変動額合計 － 331,098 △0 331,098

当期末残高 2,323,272 4,825,710 △340,899 6,808,083

その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計
繰延ヘッジ損益 為替換算調整勘定

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 △233 156,104 △11,507 144,364 19,525 6,640,874

当期変動額

剰余金の配当 △134,644

親会社株主に帰属す

る当期純利益
465,743

自己株式の取得 △0

株主資本以外の項目

の 当 期 変 動 額 （ 純

額）

377 △17,012 27,702 11,068 7,082 18,151

当期変動額合計 377 △17,012 27,702 11,068 7,082 349,249

当期末残高 144 139,092 16,195 155,432 26,608 6,990,124
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 282,693 699,599

減価償却費 90,454 68,585

減損損失 16,455 2,154

和解金 5,665 －

損害賠償金 8,657 558

関係会社清算益 － △11,419

貸倒引当金の増減額（△は減少） 13,489 38,047

賞与引当金の増減額（△は減少） △871 △5,539

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 18,617 25,620

受取利息及び受取配当金 △8,144 △11,813

支払利息 1,126 685

為替差損益（△は益） △47 △3,871

有形固定資産売却損益（△は益） △1,083 △1,856

売上債権の増減額（△は増加） 135,933 △114,510

その他の資産の増減額（△は増加） △15,100 5,549

棚卸資産の増減額（△は増加） △25,918 △131,410

仕入債務の増減額（△は減少） △136,853 49,852

その他の負債の増減額（△は減少） △81,010 △94,601

未払消費税等の増減額（△は減少） 5,147 26,853

その他 616 3,155

小計 309,826 545,640

利息及び配当金の受取額 2,653 5,943

利息の支払額 △1,126 △685

和解金の支払額 △5,665 －

損害賠償金の支払額 △8,657 △558

法人税等の支払額 △314,725 △91,664

法人税等の還付額 310 14,799

営業活動によるキャッシュ・フロー △17,385 473,475

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △69,578 △7,385

有形固定資産の売却による収入 9,824 4,500

無形固定資産の取得による支出 △9,525 △600

定期預金の預入による支出 △70,028 △70,102

定期預金の払戻による収入 70,027 70,028

差入保証金の差入による支出 △102,372 △156,409

差入保証金の回収による収入 117,228 141,369

貸付けによる支出 △21,399 △2,061

貸付金の回収による収入 3,253 3,231

建設協力金の回収による収入 23,462 17,462

前渡金による支出 － △600,000

その他 △0 10

投資活動によるキャッシュ・フロー △49,106 △599,958
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(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △22,170 52,180

リース債務の返済による支出 △35,672 △17,154

自己株式の取得による支出 － △0

配当金の支払額 △127,866 △130,531

財務活動によるキャッシュ・フロー △185,709 △95,506

現金及び現金同等物に係る換算差額 △2,592 10,445

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △254,794 △211,543

現金及び現金同等物の期首残高 5,570,415 5,315,621

現金及び現金同等物の期末残高 5,315,621 5,104,077
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項)

１．連結の範囲に関する事項

(１) 連結子会社の数 ６社

連結子会社の名称

株式会社アスモトレーディング

株式会社アスモフードサービス

株式会社アスモフードサービス東日本

株式会社アスモ介護サービス

株式会社アスモライフサービス

ASMO CATERING (HK) COMPANY LIMITED

連結子会社であったASMO CATERING (TAIWAN) COMPANY LIMITEDは解散し清算結了したため、当連結会計年度よ

り連結の範囲から除外しております。

(２) 非連結子会社の数 ３社

非連結子会社の名称

株式会社ぱすと

ASMO CATERING MALAYSIA SDN. BHD.

ASMO CATERING VIETNAM COMPANY LIMITED

連結の範囲から除いた理由

株式会社ぱすと、ASMO CATERING MALAYSIA SDN. BHD.、ならびにASMO CATERING VIETNAM COMPANY LIMITEDは、

いずれも小規模であり、合計の総資産、売上高、当期純損益(持分に見合う額)及び利益剰余金(持分に見合う額)

等は、いずれも連結財務諸表に及ぼす影響が軽微であるため、連結の範囲から除外しております。

２．持分法の適用に関する事項

持分法を適用しない非連結子会社のうち、主要な会社等の名称

株式会社ぱすと

ASMO CATERING MALAYSIA SDN. BHD.

ASMO CATERING VIETNAM COMPANY LIMITED

非連結子会社について持分法を適用しない理由

株式会社ぱすと、ASMO CATERING MALAYSIA SDN. BHD.、ならびにASMO CATERING VIETNAM COMPANY LIMITEDは、

それぞれ当期純損益(持分に見合う額)及び利益剰余金(持分に見合う額)等からみて、持分法の対象から除いても

連結財務諸表に及ぼす影響が軽微であり、かつ、全体としても重要性がないため、持分法の適用範囲から除外し

ております。

３．連結子会社の事業年度等に関する事項

連結子会社の事業年度の末日は、連結決算日と一致しております。

４．会計方針に関する事項

(１) 重要な資産の評価基準及び評価方法

棚卸資産

ａ．商品

国内連結子会社は個別法による原価法(貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定)

を、また、在外連結子会社は移動平均法による原価法(貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法

により算定)を採用しております。

ｂ．貯蔵品
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最終仕入原価法による原価法

(２) 重要な減価償却資産の減価償却の方法

① 有形固定資産(リース資産を除く)

当社及び国内連結子会社は、建物は定額法、その他有形固定資産については定率法によっております。ただし、

2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については定額法を採用しております。

なお、主な耐用年数は次のとおりであります。

建物及び構築物 ８～15年

機械装置及び運搬具 ２～８年

工具、器具及び備品 ２～10年

また、在外連結子会社については、重要な有形固定資産について、建物の賃貸借契約期間による定額法によっ

ております。

② 無形固定資産(リース資産を除く)

ソフトウェア

定額法によっております。なお、自社利用のソフトウェアについては社内における利用可能期間(５年)に基

づいております。

③ リース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

(３) 重要な引当金の計上基準

① 貸倒引当金

売上債権、貸付金等の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の

債権については個別に回収可能性を考慮し、回収不能見込額を計上しております。

② 賞与引当金

当社及び一部の連結子会社は、従業員の賞与の支給に備えるため、将来の支給見込額のうち、当連結会計年度

の負担額を計上しております。

(４) 退職給付に係る会計処理の方法

① 退職給付見込額の期間帰属方法

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる方法については、

給付算定式基準によっております。

② 数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法

過去勤務費用は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数(１年)で費用処理しております。

また、数理計算上の差異は、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数(１

年)で翌連結会計年度より費用処理しております。

③ 小規模企業等における簡便法の採用

一部の連結子会社は、退職給付に係る負債及び退職給付費用の計算に、退職給付に係る期末自己都合要支給額

を退職給付債務とする方法を用いた簡便法を適用しております。

(５) 重要な収益及び費用の計上基準

当社及び連結子会社は、「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号2020年３月31日）及び「収益認識

に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第30号2021年３月26日）を適用しており、約束した財又は

サービスの支配が顧客に移転した時点で収益を認識しております。

(６) 重要な外貨建資産又は負債の本邦通貨への換算方法

外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理しておりま

す。なお、在外子会社の資産及び負債は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、収益及び費用は期中平

均相場により円貨に換算し、換算差額は純資産の部における為替換算調整勘定及び非支配株主持分に含めて表示し

ております。
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(７) 重要なヘッジ会計の方法

イ．ヘッジ会計の方法

繰延ヘッジ処理を採用しております。また、為替変動リスクのヘッジについて振当処理の要件を充たしている

場合には振当処理を採用しております。

ロ. ヘッジ手段とヘッジ対象

ヘッジ会計を適用したヘッジ対象とヘッジ手段は以下のとおりであります。

ａ．ヘッジ手段…為替予約

ｂ．ヘッジ対象…商品輸入による外貨建買入債務及び外貨建予定取引

ハ. ヘッジ方針

外貨建の商品代金の支払いについて、将来の取引市場での為替相場変動リスクを回避することを目的に行って

おります。原則として外貨建仕入契約の残高の範囲内で為替予約取引を利用することとし、投機目的のデリバテ

ィブ取引は行わない方針であります。

ニ. ヘッジ有効性評価の方法

ヘッジ対象の相場変動とヘッジ手段の相場変動を比較し、その変動額の比率によって有効性を評価しておりま

す。

(８) 連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

連結キャッシュ・フロー計算書における資金(現金及び現金同等物)は、手許現金、随時引き出し可能な預金及び

容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負わない取得日から３ケ月以内に償還期限の

到来する短期投資からなっております。

(９) その他連結財務諸表作成のための重要な事項

消費税等の会計処理

控除対象外消費税及び地方消費税は、当連結会計年度の費用として処理しております。
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(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

当社の売上高は、主に顧客との契約から認識された収益であり、当社グループの報告セグメントを財又はサー

ビスの種類別に分解した場合の内訳は、以下のとおりです。

前連結会計年度（自 2024年４月１日 至 2025年３月31日）

（単位：千円）

報告セグメント

アスモ事業
アスモトレ
ーディング

事業

アスモフー
ドサービス

事業

アスモ介護
サービス
事業

ASMO
CATERING
(HK)事業

合計

食肉販売 － 3,620,238 － － － 3,620,238

加工商品の販売 － 302,658 － － － 302,658

給食提供サービス － － 8,469,326 － － 8,469,326

介護サービス － － － 4,567,686 － 4,567,686

運営する介護施設での

サービス
－ － － 435,240 － 435,240

飲食店舗（香港） － － － － 1,132,054 1,132,054

食品加工販売（香港） － － － － 1,491,751 1,491,751

その他 － － － 52,075 44,799 96,875

顧客との契約から生じる

収益
－ 3,922,896 8,469,326 5,055,003 2,668,605 20,115,832

その他の収益 4,778 － － 409,045 － 413,824

外部顧客への売上高 4,778 3,922,896 8,469,326 5,464,049 2,668,605 20,529,656

当連結会計年度（自 2025年４月１日 至 2026年３月31日）

（単位：千円）

報告セグメント

アスモ事業
アスモトレ
ーディング

事業

アスモフー
ドサービス

事業

アスモ介護
サービス
事業

ASMO
CATERING
(HK)事業

合計

食肉販売 － 3,705,806 － － － 3,705,806

加工商品の販売 － 391,602 － － － 391,602

給食提供サービス － － 9,181,716 － － 9,181,716

介護サービス － － － 4,421,518 － 4,421,518

運営する介護施設での

サービス
－ － － 459,367 － 459,367

飲食店舗（香港） － － － － 1,060,626 1,060,626

食品加工販売（香港） － － － － 1,535,325 1,535,325

その他 － － － 36,497 15,441 51,938

顧客との契約から生じる

収益
－ 4,097,409 9,181,716 4,917,383 2,611,393 20,807,902

その他の収益 4,778 － － 424,029 － 428,807

外部顧客への売上高 4,778 4,097,409 9,181,716 5,341,412 2,611,393 21,236,709
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(セグメント情報等)

１．報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取

締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであり

ます。

当社グループは、「アスモ事業」、「アスモトレーディング事業」、「アスモフードサービス事業」、「アス

モ介護サービス事業」及び「ASMO CATERING (HK) 事業」の５つを報告セグメントとしております。

各セグメントの主な事業に係る製品及びサービスは、以下のとおりであります。

(1) アスモ事業…グループ各社の統制・管理、不動産賃貸

(2) アスモトレーディング事業…食肉の輸入、食肉及び食肉加工品の販売

(3) アスモフードサービス事業…高齢者介護施設等における食事の提供

(4) アスモ介護サービス事業…訪問・居宅介護事業所の運営、有料老人ホームの運営

(5) ASMO CATERING (HK) 事業…香港における外食店舗の運営、食品加工販売

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」に

おける記載と同一であります。

報告セグメントの利益又は損失は、営業利益ベースの数値であります。

セグメント間の内部売上高及び振替高は、セグメント間で合意された価格設定基準又は市場実勢価格に基づい

ております。
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３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度(自 2024年４月１日 至 2025年３月31日)

(単位：千円)

報告セグメント

アスモ
事業

アスモトレ
ーディング

事業

アスモフー
ドサービス

事業

アスモ介護
サービス
事業

ASMO
CATERING
(HK)事業

計

売上高

外部顧客への売上高 4,778 3,922,896 8,469,326 5,464,049 2,668,605 20,529,656

セグメント間の
内部売上高又は振替高

140,000 48,392 286,523 － － 474,915

計 144,778 3,971,288 8,755,850 5,464,049 2,668,605 21,004,571

セグメント利益
又は損失(△)

△99,090 35,355 232,678 316,771 △48,467 437,247

セグメント資産 2,997,956 907,830 1,891,064 2,993,170 513,772 9,303,793

その他の項目

減価償却費 4,380 3,920 10,093 11,391 60,668 90,454

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

20,757 9,594 － 1,005 68,290 99,646

(単位：千円)

その他
(注)

合計 調整額
連結

財務諸表
計上額

売上高

外部顧客への売上高 － 20,529,656 － 20,529,656

セグメント間の
内部売上高又は振替高

－ 474,915 △474,915 －

計 － 21,004,571 △474,915 20,529,656

セグメント利益
又は損失(△)

△330 436,916 △140,077 296,839

セグメント資産 22,178 9,325,971 － 9,325,971

その他の項目

減価償却費 － 90,454 － 90,454

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

－ 99,646 － 99,646

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメント（ASMO CATERING (TAIWAN)事業）であり、現

在当該事業を休止しております。
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当連結会計年度(自 2025年４月１日 至 2026年３月31日)

(単位：千円)

報告セグメント

アスモ
事業

アスモトレ
ーディング

事業

アスモフー
ドサービス

事業

アスモ介護
サービス
事業

ASMO
CATERING
(HK)事業

計

売上高

外部顧客への売上高 4,778 4,097,409 9,181,716 5,341,412 2,611,393 21,236,709

セグメント間の
内部売上高又は振替高

200,000 40,743 301,528 － － 542,272

計 204,778 4,138,153 9,483,244 5,341,412 2,611,393 21,778,982

セグメント利益
又は損失(△)

△59,838 86,127 361,693 427,004 36,270 851,256

セグメント資産 2,891,341 1,038,728 2,115,274 3,321,411 578,748 9,945,503

その他の項目

減価償却費 5,143 1,945 6,650 5,377 49,468 68,585

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

3,512 － － － 7,385 10,898

(単位：千円)

その他
(注)

合計 調整額
連結

財務諸表
計上額

売上高

外部顧客への売上高 － 21,236,709 － 21,236,709

セグメント間の
内部売上高又は振替高

－ 542,272 △542,272 －

計 － 21,778,982 △542,272 21,236,709

セグメント利益
又は損失(△)

△466 850,790 △199,176 651,613

セグメント資産 － 9,945,503 － 9,945,503

その他の項目

減価償却費 － 68,585 － 68,585

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

－ 10,898 － 10,898

(注) 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメント（ASMO CATERING (TAIWAN)事業）であり、

2025年７月１日を以って当該事業を撤退しております。
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４．報告セグメント合計額と連結財務諸表計上額との差額及び当該差額の主な内容(差異調整に関する事項)

(単位：千円)

売上高 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 21,004,571 21,778,982

「その他」の区分の売上高 － －

セグメント間取引消去 △474,915 △542,272

連結財務諸表の売上高 20,529,656 21,236,709

(単位：千円)

利益 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 437,247 851,256

「その他」の区分の利益 △330 △466

セグメント間取引消去 △140,077 △199,176

連結財務諸表の営業利益 296,839 651,613

(単位：千円)

資産 前連結会計年度 当連結会計年度

報告セグメント計 9,303,793 9,945,503

「その他」の区分の資産 22,178 －

連結財務諸表の資産合計 9,325,971 9,945,503

(単位：千円)

その他の項目

報告セグメント計 その他 調整額 連結財務諸表計上額

前連結
会計年度

当連結
会計年度

前連結
会計年度

当連結
会計年度

前連結
会計年度

当連結
会計年度

前連結
会計年度

当連結
会計年度

減価償却費 90,454 68,585 － － － － 90,454 68,585

有形固定資産及び
無形固定資産の増加額

99,646 10,898 － － － － 99,646 10,898
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(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

１株当たり純資産額 491.76円 517.18円

１株当たり当期純利益 10.67円 34.59円

(注) １．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前連結会計年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

親会社株主に帰属する当期純利益(千円) 143,692 465,743

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益(千円) 143,692 465,743

期中平均株式数(千株) 13,464 13,464

(重要な後発事象)

(株式取得による子会社化)

当社は、2025年12月８日開催の臨時取締役会において、株式会社TrustGrowth(以下「TG社」という。)の株式の

全てを取得し、子会社化する旨の決議を行い、同年12月10日付で株式譲渡契約を締結し、2026年４月１日付で、

当該株式を取得いたしました。

１. 企業結合の概要

(1) 被取得企業の名称及びその事業内容

被取得企業の名称：株式会社TrustGrowth 他２社

事業の内容 ：人材派遣紹介事業 IT アウトソーシング

(2) 企業結合を行う主な理由

当社グループは、超高齢化社会を迎える日本において多方面から必要とされる企業になれるように各事業の

ストロングポイントを的確に見極め、各グループ会社のシナジーを最大限に発揮し社会に貢献することを目標

に事業を推進しております。

TG社は主に高齢者福祉業界向けの人材派遣業・紹介業を展開しております。

人材派遣業は、少子高齢化等からくる働き手不足や働き方の多様化を背景に今後も市場規模が拡大する見込

みであり、日本企業の派遣人材への依存度は今後も高まることが予想され、特に当社の主力事業である介護・

福祉業界においてはなくてはならない事業であり成長が見込まれます。また政府は外国人労働者に関して「人

手不足対策としての新たな育成就労制度の創設」と「共生社会の実現」を基本方針に掲げており、外国人労働

者が日本社会で活躍出来る様に様々な施策を進めております。

TG社は外国人技能実習制度等を活用した外国人人材事業を手掛けており日本社会が直面する人手不足解消の

一躍を担う事が期待される分野においても成長が見込まれます。

更に当社子会社との連携により販路の拡大・営業効率の最大化を図りコスト削減に努め、スマートな事業運

営を推進し派遣事業における新たなニーズを開拓する事が出来ると期待されます。

株式取得を通じて、TG社をグループに迎え入れる事により最大限のシナジーを発揮し超高齢化社会を迎える

日本において存在感を示せる様に事業に邁進してまいります。

(3) 企業結合日

2026年４月１日
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(4) 企業結合の法的形式

現金を対価とする株式取得

(5) 結合後企業の名称

変更ありません。

(6) 取得予定の議決権比率

100％

(7) 取得企業を決定するに至った主な根拠

当社が現金を対価として株式を取得することを予定しております。

２. 被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳

取得の対価 現金 1,200,000千円

取得原価 1,200,000千円

３. 主要な取得関連費用の内容及び金額

アドバイザリー費用等(概算) 15,000千円

４. 発生するのれんの金額、発生原因、償却の方法及び償却期間

現時点では確定しておりません。

５. 企業結合日に受け入れる資産及び引き受ける負債額並びにその主な内訳

現時点では確定しておりません。


